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１
．
地
域
の
要
望
に
よ
り
誘
致
さ
れ
た
大
学

　

兵
庫
大
学
は
神
戸
市
須
磨
区
に
本
部
を
置
く
学
校
法
人
睦
学
園
を

母
体
と
し
、
阪
神
淡
路
大
震
災
と
同
じ
年
の
一
九
九
五
年
（
平
成
七

年
）
に
兵
庫
県
加
古
川
の
地
に
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
設
置
の
経
緯
で

は
、
地
域
の
思
い
と
睦
学
園
の
思
い
の
合
致
が
な
け
れ
ば
実
現
し
な

か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
九
六
六
年
、
加
古
川
の
地
に
短
期
大

学
を
設
置
し
た
睦
学
園
だ
っ
た
が
、
四
年
制
・
男
女
共
学
の
大
学
設

置
は
長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
学
園
に
は
十
分
な

資
金
が
な
く
四
年
制
大
学
設
置
の
思
い
は
封
印
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
一
九
八
〇
年
代
前
半
に
地
元
二
市
二
町
（
加
古
川
市
・
高
砂
市
・

稲
美
町
・
播
磨
町
）
で
は
、
大
学
誘
致
の
運
動
が
盛
り
上
が
り
を
見

せ
、
一
九
八
四
年
に
加
古
川
市
長
を
ト
ッ
プ
に
商
工
会
議
所
・
商
工

会
や
各
地
域
団
体
の
代
表
者
ら
が
名
前
を
連
ね
る
「
大
学
設
置
促
進

期
成
同
盟
会
（
以
下
、「
期
成
同
盟
」
と
い
う
）」
が
結
成
さ
れ
た
。

そ
の
後
、期
成
同
盟
が
睦
学
園
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
と
な
り
、

四
年
制
大
学
設
置
に
向
け
て
寄
付
を
募
る
こ
と
と
な
っ
た
1

。
こ
の

よ
う
な
地
域
か
ら
の
大
学
誘
致
の
思
い
と
強
い
要
望
か
ら
設
置
さ
れ

た
。
兵
庫
大
学
は
当
時
、
社
会
科
学
系
の
一
学
部
一
学
科
の
み
の
単

科
大
学
だ
っ
た
が
、
現
在
は
五
学
部
八
学
科
（
社
会
科
学
系
、
健
康

系
、
医
療
系
、
福
祉
系
、
教
育
系
）
の
総
合
大
学
と
な
り
、「
あ
り

が
と
う
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
へ
」
を
教
育
方
針
に
掲
げ
、「
人

間
力
」
と
「
応
用
力
」
を
備
え
た
専
門
職
業
人
の
育
成
を
目
指
し
て

い
る
。

２
．
地
域
と
連
携
す
る
た
め
の
組
織
転
換

⑴
地
域
と
の
窓
口
の
設
置

　

二
〇
〇
九
年
に
事
務
組
織
の
改
編
が
あ
り
、学
長
室
が
誕
生
し
た
。

学
長
室
の
所
掌
業
務
は
、「
学
長
秘
書
業
務
」「
宗
教
教
育
」「
地
域

連
携
」「
政
策
立
案
業
務
」「
学
部
等
設
置
申
請
業
務
」
の
五
つ
で
あ

地
域
と
学
び
を
つ
な
ぐ
地
域
連
携 

　
　
　
　
ー
地
域
に
愛
さ
れ
る
大
学
を
目
指
し
て
ー

　
兵
庫
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
事
務
室　
主
任

兼
社
会
連
携
オ
フ
ィ
ス　
室
員　
小
林 

大
輔
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り
、
兵
庫
大
学
で
は
、
そ
れ
ま
で
、
い
わ
ゆ
る
た
ら
い
回
し
に
な
っ

て
い
た
地
域
と
の
窓
口
が
初
め
て
設
置
さ
れ
た
。

　

こ
こ
で
学
長
室
の
地
域
連
携
の
業
務
と
し
て
二
つ
の
例
を
挙
げ

る
。

　

一
つ
目
は
、「
大
学
と
地
域
と
の
連
携
推
進
懇
談
会
（
以
下
、

「
大
地
懇
」
と
い
う
）」
の
企
画
・
運
営
で
あ
る
。
大
地
懇
は
、

二
〇
一
一
年
か
ら
「
地
域
と
本
学
関
係
者
の
理
解
を
深
め
、
協
働
で

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
た
め
の
関
係
づ
く
り
の
場
」
を
目
的
と

し
て
開
催
し
、
本
学
の
運
営
方
針
や
教
育
・
研
究
活
動
等
を
報
告
し
、

こ
れ
ら
に
対
す
る
意
見
や
批
判
を
聞
く
こ
と
に
よ
る
新
し
い
大
学
づ

く
り
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
、「
熟
議
」
で
あ
る
。
熟
議
は
、
二
〇
一
二
年
に
文
部

科
学
省
の
肝
い
り
の
施
策
と
し
て
全
国
展
開
さ
れ
、
選
定
さ
れ
た

十
二
の
大
学
が
参
画
し
た
。
本
学
は
文
部
科
学
省
と
の
共
催
で
実
施

す
る
こ
と
と
な
り
、
行
政
関
係
者
、
市
民
活
動
の
関
係
者
、
高
齢
者

大
学
生
、
高
校
生
、
大
学
関
係
者
な
ど
一
九
一
人
が
議
論
を
行
っ
た
。

翌
年
か
ら
、
兵
庫
大
学
の
み
で
の
開
催
を
継
続
し
、
兵
庫
大
学
熟
議

手
法
（「
①
熟
慮
、
②
議
論
、
③
共
有
、
④
振
り
返
り
、
⑤
実
施
」

の
流
れ
）
を
確
立
し
、
市
民
と
高
校
生
、
大
学
生
で
の
対
話
に
よ
る

熟
議
を
二
〇
一
二
年
か
ら
毎
年
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
二
〇
一
六
年
に
は
学
部
学
科
の
改
編
に
よ
っ
て
「
現
代

ビ
ジ
ネ
ス
学
部
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
」
が
設
置
さ
れ
た
。
地
域
課
題

を
ビ
ジ
ネ
ス
で
解
決
す
る
と
い
う
本
学
部
の
設
置
の
趣
旨
と
特
色

を
活
か
す
と
と
も
に
、
高
等
学
校
と
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
た
高

大
連
携
を
積
極
的
に
推
進
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
連
携
協
定
先
は
、

二
〇
一
六
年
の
六
件
か
ら
二
〇
二
〇
年
に
は
六
倍
強
の
三
十
九
件
へ

と
急
増
し
、
飛
躍
的
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

　

筆
者
は
、
こ
の
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
く
タ
イ
ミ
ン
グ
で
学
長

室
へ
と
異
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
学
長
室
に
異
動
す
る
前
は
、
教
務

課
で
Ｆ
Ｄ
委
員
会
の
事
務
を
担
当
し
て
お
り
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
学
内
に
浸
透
さ
せ
る
か
、
と
い
う
施

策
を
委
員
会
に
提
案
し
、
協
議
し
て
い
た
。
な
か
で
も
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ

（Problem
/Project-Based Learning

）
は
、
地
域
課
題
の
解
決
が

主
軸
の
た
め
、
地
域
か
ら
の
要
望
が
少
な
い
本
学
で
は
難
易
度
が
高

い
と
感
じ
て
い
た
。
こ
の
考
え
が
学
長
室
の
地
域
連
携
担
当
と
な
っ

て
一
変
し
た
。
そ
れ
は
、
連
携
先
を
始
め
と
す
る
学
外
か
ら
大
学
へ

の
要
望
や
ニ
ー
ズ
が
多
く
あ
る
こ
と
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
要
望
や
ニ
ー
ズ
は
多
種
多
様
で
あ
り
、
地
域
の
方
と

協
働
し
て
学
生
の
学
び
に
つ
な
が
る
可
能
性
の
あ
る
継
続
性
の
あ
る

も
の
や
、
単
発
で
終
わ
る
も
の
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
近
い
も
の
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ま
で
要
望
は
様
々
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
学
内
で
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
取
り

組
む
授
業
や
教
員
を
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
要
望
を
学
生
の
学
び
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ

た
。

⑵
地
域
連
携
に
特
化
し
た
部
署
の
設
置

　

連
携
協
定
先
の
増
加
、
地
域
か
ら
の
要
望
や
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
か

ら
二
〇
一
八
年
に
副
学
長
（
研
究
・
社
会
連
携
担
当
）
の
直
轄
組
織

と
し
て
社
会
連
携
オ
フ
ィ
ス
が
設
置
さ
れ
た
。
構
成
員
は
、八
名（
兼

務
の
教
員
、部
長
級
事
務
職
員
お
よ
び
専
任
事
務
職
員
に
よ
り
構
成
）

で
あ
り
、
ア
メ
ー
バ
組
織
2

を
目
指
し
、
全
員
参
加
型
で
隙
間
を
埋

め
な
が
ら
動
く
こ
と
と
し
、
地
域
か
ら
の
依
頼
な
ど
が
あ
れ
ば
、
オ

フ
ィ
ス
メ
ン
バ
ー
で
協
議
（
二
週
間
に
一
度
、
定
例
で
実
施
）
し
、

私
も
一
員
と
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

社
会
連
携
オ
フ
ィ
ス
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
「『
あ
り
が
と
う
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
』
を
育
成
し
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
兵
庫
大
学
に
な

る
。」
と
し
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
高
等
学
校
を
含
む
地
域
社
会
と
大

学
を
繋
ぐ
ハ
ブ
機
能
（
車
輪
の
よ
う
に
地
域
を
繋
ぐ
）
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
た
め
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
。」
を
掲
げ
て
い
る
。

３
．
Ｐ
Ｂ
Ｌ
グ
ラ
ン
プ
リ

⑴
Ｐ
Ｂ
Ｌ
グ
ラ
ン
プ
リ
の
概
要

　

Ｐ
Ｂ
Ｌ
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、「
地
域
活
性
化
の
中
核
的
存
在
と
な
る

よ
う
な
教
育
・
研
究
活
動
の
推
進
」「
学
ん
だ
理
論
を
活
用
し
、
地

域
社
会
で
の
実
践
す
る
取
組
の
環
境
整
備
」「
社
会
と
繋
が
り
、
経

験
を
重
ね
る
こ
と
で
社
会
人
基
礎
力
の
養
成
」
を
目
的
に
実
施
し
て

い
る
。

　

Ｐ
Ｂ
Ｌ
グ
ラ
ン
プ
リ
の
流
れ
を

表
１
に
示
し
た
が
、
エ
ン
ト
リ
ー

の
条
件
は
、「
地
域
（
自
治
体
、

企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

、
市
民
活
動
団

体
等
）
と
連
携
す
る
こ
と
」「
教

員
と
共
に
活
動
す
る
こ
と
」「
兵

庫
大
学
の
学
生
で
あ
る
こ
と
」
の

三
つ
で
あ
り
、
正
課
・
正
課
外
を

問
わ
ず
学
生
の
学
び
の
た
め
の
活

動
は
い
ず
れ
も
エ
ン
ト
リ
ー
が
可

能
と
し
て
い
る
。

　

①
エ
ン
ト
リ
ー
は
、
教
員
経
由
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① エントリー ５月締め切り エントリーシートを提出
（教員経由）

② 中間報告会 11月大学祭
大学祭で報告
○自己評価
○ポスター

③ 本 選 会 ２ 月 中 旬
プレゼンし、内外審査員
が審査
○パワーポイント

表１　ＰＢＬグランプリのスケジュール



で
社
会
連
携
オ
フ
ィ
ス
に
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
提
出
を

も
っ
て
エ
ン
ト
リ
ー
完
了
と

す
る
。

　

②
活
動
に
つ
い
て
の
中
間

評
価
は
、
自
己
評
価
シ
ー
ト

と
取
り
組
み
の
企
画
、
実
績
、

今
後
の
展
開
を
一
枚
に
ま
と

め
た
ポ
ス
タ
ー
を
大
学
祭
で

展
示
し
来
場
者
と
大
学
関
係

者
、
学
内
外
の
審
査
員
に
よ

る
投
票
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
こ
で
得
た
意
見

を
活
か
し
、
そ
の
後
の
活
動
を
行
う
。

　

③
本
選
会
で
は
、
く
じ
引
き
で
決
め
た
順
番
で
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
（
五
分
）、
質
疑
応
答
（
五
分
）
の
後
、
審
査
要
領
に
基
づ

き
、学
外
審
査
員
（
四
人
）、学
内
審
査
員
（
三
人
）
で
審
査
を
行
い
、

グ
ラ
ン
プ
リ
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
、
特
別
賞
を
決
定
す
る
。

　

令
和
二
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た
め
、

八
グ
ル
ー
プ
の
エ
ン
ト
リ
ー
と
例
年
に
比
べ
少
な
か
っ
た
が
、
中

止
せ
ず
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
（Zoom

）
を
使
用
し
本

選
会
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
（
図
１
）。
学
生
に
は
、
五
分
の
プ

レ
ゼ
ン
動
画
の
提
出
を
求
め
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
動
画
を
本
選
会
で

上
映
し
、
質
疑
応
答
（
五
分
）
の
後
、
審
査
会
を
実
施
す
る
形
態
に

変
更
し
実
施
し
た
。

⑵
Ｐ
Ｂ
Ｌ
グ
ラ
ン
プ
リ
の
成
果

　

Ｐ
Ｂ
Ｌ
グ
ラ
ン
プ
リ
の
成
果
と
し
て
、
①
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
対
す
る
理
解

と
手
法
の
浸
透　

②
学
内
の
潜
在
的
な
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
発
掘　

③
Ｐ
Ｂ
Ｌ

に
よ
る
地
域
で
の
学
び
の
楽
し
さ
を
知
る
こ
と　

④
地
域
か
ら
の
要

望
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
こ
と　

⑤
学
生
の
発
案
を
地
域
に
つ
な

ぐ
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

　

Ｐ
Ｂ
Ｌ
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
二
〇
一
八
年
か
ら
開
催
し
、
今
年
度
で

第
三
回
を
数
え
、
合
計
で
十
八
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
て
い
る
。
こ
の

十
八
グ
ル
ー
プ
は
、
学
科
の
授
業
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
ク
ラ

ブ
活
動
の
発
展
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
グ
ラ
ン
プ
リ
を

き
っ
か
け
と
し
て
創
設
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
多
種
多
様
な

専
門
性
と
独
自
性
の
あ
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、

本
学
の
当
該
学
科
の
専
門
性
と
独
創
性
及
び
地
域
の
要
望
を
地
道
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
多
様
な
Ｐ
Ｂ
Ｌ
が
生
ま
れ
た
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の
だ
と
考
え
る
。

４
．
連
携
の
事
例
（「
地
域
か
ら
」
と
「
学
生
か
ら
」） 

⑴
地
域
の
要
望
か
ら
の
発
展
ー
て
ら
こ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ー

　

地
元
の
青
年
会
議
所
の
当
時
メ
ン
バ
ー
か
ら
「
地
元
愛
を
三
世
代

で
醸
成
し
て
い
く
た
め
の
„
て
ら
こ
や
“
を
学
生
と
と
も
に
作
り
た

い
」
と
い
う
要
望
が
あ
り
、
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
へ
と
つ
な
い
だ
。

同
学
科
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
求
め
て
い
た
の
も
あ

り
、
う
ま
く
協
働
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
地
元
メ
ン
バ
ー
に
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
に
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
組
織
化
さ
れ
、
学
生
も
数
名
理
事
と
な
っ
た
。

　

実
施
概
要
で
は
、
地
元
の
神
社
と
お
寺
で
地
域
の
子
ど
も
を
対
象

に
、
て
ら
こ
や
を
三
回
行
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
座
禅
や
法
話
、
茶

道
体
験
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
る
た
づ
く
り
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
を

メ
ニ
ュ
ー
に
学
生
た
ち
が
企
画
し
た
具
体
策
を
も
と
に
実
施
し
た
。

学
生
た
ち
の
学
び
と
し
て
、
①
理
事
会
の
流
れ
を
経
験　

②
チ
ー
ム

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
修
得　

③
地
域
で
の
人
脈
形
成
（
子
ど
も
た
ち
、

大
人
、
経
営
者
、
教
育
行
政
関
係
者
等
）
が
挙
げ
ら
れ
る
3

。

⑵
学
生
の
学
び
の
発
展
と
し
て
の
地
域
連
携

　

－

野
菜
不
足
、
食
品
ロ
ス
を
お
菓
子
作
り
で

－

　

Ｐ
Ｂ
Ｌ
グ
ラ
ン
プ
リ
の
チ
ラ
シ
を
見
た
学
生
た
ち
が
野
菜
不
足
を

解
決
す
る
た
め
に
お
菓
子
を
開
発
し
た
い
と
思
い
、教
員
に
相
談
し
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
っ
た
。
し
か
し
、
新
鮮
な
野
菜
を
地
元

の
農
家
さ
ん
か
ら
仕
入
れ
た
い
が
、
つ
な
が
り
が
な
い
と
社
会
連
携

オ
フ
ィ
ス
に
相
談
が
あ
っ
た
。
連
携
協
定
先
で
も
あ
る
商
工
会
に
つ

な
ぎ
、
地
元
の
農
家
さ
ん
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
学
生
た
ち
は
話
を

聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
際
に
台
風
等
の
被
害
で
販
売
で
き
な
い

野
菜
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
ぜ
ひ
、
販
売
で
き
な
い
野
菜
を
お
菓
子

に
し
た
い
と
交
渉
し
、
安
く
譲
っ
て
も
ら
い
、
ト
マ
ト
と
い
ち
じ
く

の
お
菓
子
を
開
発
し
た
。
翌
年
は
、
自
治
体
の
補
助
を
受
け
、
六
種

類
の
地
元
の
野
菜
な
ど
（
か
ぼ
ち
ゃ
、
ト
マ
ト
、
な
す
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
、
メ
ロ
ン
、
小
松
菜
）
を
使
っ
た
お
菓
子
を
開
発
し
、
数
量
限

定
で
販
売
も
行
っ
た
。

　

学
生
た
ち
は
、
初
め
は
人
の
野
菜
の
摂
取
不
足
を
解
消
す
る
た
め

に
商
品
開
発
を
し
よ
う
と
思
っ
た
が
、
食
品
ロ
ス
や
地
産
地
消
に
よ

る
活
性
化
、
食
育
（
野
菜
嫌
い
改
善
）
に
も
つ
な
が
る
取
り
組
み
に

な
っ
た
と
振
り
返
っ
て
い
た
。
担
当
教
員
は
、
学
科
の
専
門
性
を
活

か
し
、
商
品
開
発
の
発
想
力
や
仲
間
と
協
力
す
る
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ

39



ン
グ
な
ど
、
今
後
社
会
人
と
し
て
の
必
要
な
基
盤
が
身
に
つ
く
経
験

が
で
き
た
と
話
し
て
い
る
4

。

５
．
今
後
の
展
開

⑴ 

兵
庫
大
学
地
域
創
生
人
材
育
成
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
仮
）

　

本
学
は
前
述
し
た
よ
う
に
連
携
協
定
先
が
三
十
九
団
体
あ
る
。
そ

の
連
携
の
課
題
は
三
つ
あ
る
。
①
「
一
対
一
」
に
留
ま
っ
て
い
る　

②
連
携
協
定
先
同
士
を
繋
げ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い　

③
人
材

育
成
の
ニ
ー
ズ
を
聞
く
場
が
な
い
、
の
三
点
で
あ
る
。
こ
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
本
学
で
は
、
ま
ず
、
⓪
地
域
社
会
の
企
業
や
教
育

関
係
者
、
行
政
等
が
集
ま
る

場
を
大
学
が
作
り　

①
「
一

対
一
」
か
ら
「
双
（
複
数
）

方
向
」
連
携
へ
転
換　

②
垣

根
を
超
え
た
連
携
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築　

③-
1
地

域
を
活
か
し
た
教
育
展
開　

③
-2
地
域
社
会
の
課
題
共
有

③-

3
地
域
が
求
め
る
人
材
像

や
求
め
る
能
力
を
聞
く
場
を

構
築
、
す
る
こ
と
な
ど
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
た
（
図
2
）。
こ
れ
に

よ
り
、
変
化
が
激
し
く
多
様
な
社
会
課
題
が
混
在
し
て
一
筋
縄
で
は

解
決
で
き
な
い
状
況
下
で
、
地
域
の
主
体
を
つ
な
ぎ
、
学
生
・
教
員

を
つ
な
ぐ
ハ
ブ
機
能
と
、
地
域
創
生
に
資
す
る
人
材
の
輩
出
機
能
を

発
揮
し
、
地
域
の
大
学
だ
か
ら
こ
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ

て
「
地
域
に
愛
さ
れ
る
大
学
」
に
近
づ
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

⑵
も
う
ひ
と
つ
の
視
点
（
市
民
に
よ
る
地
域
づ
く
り
）

　

地
域
連
携
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
の
が
、
市
民
に
よ
る
地
域
づ
く
り
活
動
と
の
協
働
で
あ
る
。
先
に

述
べ
た
「
兵
庫
大
学
地
域
創
生
人
材
育
成
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
仮
）」

は
、産（
産
業
セ
ク
タ
ー
）、官（
行
政
セ
ク
タ
ー
）、学（
大
学
セ
ク
タ
ー
）

の
産
官
学
連
携
の
発
展
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
が
、
地
域
の
発
展
を

目
的
と
す
る
場
合
に
、地
域
づ
く
り
の
主
体
で
あ
る
市
民
が
セ
ク
タ
ー

と
し
て
含
ま
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
課
題
が
残
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
でTepsie

（
二
〇
一
五
）
で
は
産
官
学
連
携
の
効
率
性
は

「
高
度
で
革
新
的
な
技
術
革
新
を
促
進
す
る
と
い
う
点
で
は
証
明
さ

れ
て
い
る
が
、
私
た
ち
の
社
会
の
複
雑
な
社
会
的
課
題
に
対
す
る
解

決
策
を
促
進
す
る
と
い
う
点
で
効
率
性
が
低
い
」
と
し
て
指
摘
し
て

い
る

5

が
、
こ
れ
を
地
域
の
主
体
で
あ
る
市
民
が
連
携
の
中
に
位
置
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付
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
へ
の
警

告
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
社
会
問
題

の
解
決
策
を
策
定
・
実
行
す
る
に

当
た
っ
て
は
民
間
セ
ク
タ
ー
と
同

様
に
地
域
社
会
の
主
体
で
あ
る
市

民
の
役
割
が
重
要
だ
と
考
え
る
こ

と
に
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
踏

ま
え
、Tepsie

（
二
〇
一
五
）
で

は
、
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
枠

組
み
で
あ
る
産
官
学
連
携
を
ベ
ー

ス
に
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ

ル
に
地
域
の
主
体
者
で
あ
る
市

民
、
市
民
社
会
を
加
え
た
産
官
学
公
連
携
の
（Q

uadruple H
elix: 

四
重
ら
せ
ん
）
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
と
す
る
考
え
が
提
案
さ

れ
て
い
る（
図
３
）。
こ
の
よ
う
な
産
官
学
公
連
携
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
モ
デ
ル
を
実
践
し
て
い
く
た
め
に
も
、
地
域
で
主
体
的
に
地
域
づ

く
り
活
動
を
し
て
い
る
市
民
に
よ
る
学
び
と
大
学
の
地
域
で
の
学
び

を
接
続
す
る
場
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
強
く
考
え
て
い
る
。

６
．
終
わ
り
に

　

地
域
連
携
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
や
大
学
と
地
域

と
の
関
係
を
が
む
し
ゃ
ら
に
学
ぶ
が
答
え
が
出
ず
、
壁
に
ぶ
ち
当

た
っ
て
い
る
と
き
に
手
元
に
き
た
「
地
域
と
大
学
を
繋
ぐ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
た
め
の
研
究
実
践
セ
ミ
ナ
ー
」
の
チ
ラ
シ
に
こ
れ
だ
と

思
い
参
加
し
、
同
じ
思
い
で
悩
ん
で
い
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
皆

さ
ま
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
今
の
自
分
が
あ
り
、

本
学
の
地
域
連
携
も
発
展
的
に
取
り
組
め
て
い
る
と
感
じ
、
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
拙
稿
が
地
域
と
大
学
を
繋
ぐ
各
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、
今
後
も

本
学
の
状
況
を
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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図３　革新的な社会の基盤を理解するためのフレームワーク（Tepsie（2015））


